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                              平成１６年３月２３日 

各  位 

                         東京都港区元赤坂一丁目６番６号

綜合警備保障株式会社 

                          代表取締役社長 村井 温 

                          （東証第１部コード２３３１） 

                        問合せ先 投資家情報部ＩＲ課長 

前田 泰彦                                  

                         電話：０３－３４２３－２３３１ 

 

 

厚生年金基金の代行返上と業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 平成１６年１月２３日に厚生年金基金の代行部分の返上申請について公表いたしました

が、平成１６年３月１日付で厚生労働大臣から将来分支給義務免除の認可を受けました。 

このため、当社は「退職給付会計に関する実務指針」第４７－２項に定める経過措置を適

用し、当該認可の日において代行部分に係る退職給付債務の消滅を認識しました。 

これにより、厚生年金基金の代行返上益として連結で約１８３億円、単独で約１２５億

円の特別利益を平成１６年３月期の当社決算において計上する見込みです。 

なお、これに伴い最近の業績動向等を踏まえ、平成１５年１１月４日の中間決算発表前

に公表した平成１６年３月期の業績予想（連結についてはあしぎんフィナンシャルグルー

プの関係で当期純利益再訂正）を再度下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

 

１ 平成１６年３月期通期予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

（連結）                           （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 248,404 14,287 14,758 7,343 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 249,187 13,533 14,472 16,198 
増  減  額（Ｂ－Ａ） 783 ▲754 ▲286 8,855 
増  減  率（％） 0.3 ▲5.3 ▲1.9 120.6 
前期実績（平成15年3月期） 248,385 17,829 18,396 7,549 
対前期比増減率 0.3       ▲24.1 ▲21.3 114.6 
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（単独）                           （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 176,218 6,957 8,799 5,499 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 176,403 5,131 7,071 10,410 
増  減  額（Ｂ－Ａ） 185 ▲1,826 ▲1,728 4,911 
増  減  率（％） 0.1 ▲26.2 ▲19.6 89.3 
前期実績（平成15年3月期） 188,141 10,791 11,864 5,758 
対前期比増減率 ▲6.2 ▲52.5 ▲40.4 80.8 

  注：当社は平成１５年４月１日に常駐警備部門の一部を「綜警常駐警備株式会社」に 

分割し、また、同日綜警電気産業株式会社を吸収合併いたしました。 

 

２ 業績予想修正の理由 

連結業績につきましては、前回の業績予想修正後、売上高、営業利益、経常利益ともに

概ね予想通り推移いたしました。一方３月１日付の代行返上の認可に伴い特別利益が 

約１８３億円あります。また、引当金の計上や警報機器の廃棄処理および電話加入権の評

価損等の特別損失が追加で約２３億円見込まれます。この結果、当期純利益に大幅な変動

が生じましたので修正するものであります。 

単独業績につきましては、前回の業績予想修正後、売上は順調に推移いたしました。営

業利益および経常利益につきましては予想外の子会社向け外注費の伸びと戦略的人材の投

資による人件費の増大により前回予想におよびませんでした。一方当期純利益につきまし

ては、代行返上に伴う特別利益が約１２５億円あります。また、特別損失が約２２億円見

込まれることから、連結業績同様、大幅な変動が生じましたので修正するものであります。 

 

以 上 

                                               


